
 

                                        

 

 

 
５月２５日より平常授業になりました。給食も始まり、授業も６限授業になりました。部

活動については、体を慣らす準備期間として 1 時間程度の活動から始めますが、体調を見な

がら活動時間を伸ばしていきます。早く学校生活に慣れるよう生活習慣に気をつけていきま

しょう。 

 

１ヶ月弱の臨時休業にともない、１学期の行事予定を一部変更します。 

 

○1 年生自然の家での宿泊体験学習は中止します。 

○1 学期終業式の日に行っていたデイキャンプは、調理実習の自粛要請や 8 月の暑さが

心配なことから、中止とします。 

○中間テストについては、テスト期間を設けず、各教科授業中に行います。時期につい

ては授業の進み具合を踏まえ、各教科担当から連絡します。 

○期末テストについては 7 月に時期をずらします。日程につては、中体連(地区大会)の

日程が決まり次第、職員で検討し連絡します。 

○3 年生が取り組む、全国学力学習状況調査は中止になりました。 

○1・2 年生が取り組む、みえスタディチェックは 6 月に延期して行います。 

 ○7 月の懇談会は、8 月上旬に延期して行います。 

 〇修学旅行、職場体験学習については１０月に実施する予定で進めています。 

 

今後、2 学期以降の行事についても開催有無・開催時期など検討をしていきます。 

 

学校教育目標 

 

 今年度、この学校教育目標の実現に向け，次の４つに重点をおいて取り組みます。 

【学習指導】 
○確かな学力の育成に向けて、主体的・対話的で深い学びの授業実践に努めるとともに、

自分の生き方を真剣に考えるキャリア教育をすすめる 

【生徒指導】 

○生徒一人ひとりの特性と人権を尊重しあえる教育活動をすすめる 

○小規模校の特性を生かしつつ、主体的活動をはぐくむ学校づくりをすすめる 

【地域とともにある学校づくり】 
○学校・家庭・地域との連携を図り、地域とともにある開かれた学校づくりをすすめる 

【組織的な学校運営】 
○職員の共通理解を深め、活発なコミュニケーションのもと、一人ひとりが明るく力を

発揮できる組織づくりをすすめる 

 

この学校経営方針の下、全教職員が一丸となって生徒に向き合い、生徒の力を最大限に伸

ばしていきますので、ご理解・ご協力よろしくお願いします。 

 

自主学習ノートの取り組み 

 2・3 年生は昨年度から取り組んでいる、自主学習ノート(家庭での自主的な学習)の取組を

5 月 18 日から 1 年生も始めました。 

町教育委員会作成の「家庭学習のすすめ」にも自主学習についての記載があります。自主

学習ノートには、授業で学習したことの復習、予習、自分で興味のあることを調べる、テス

ト勉強、単語や漢字を覚えるための取組･･･等々、自分で学習内容を考えて取り組んでくだ

さい。1 年生が学習してきたノートの一部を紹介します。しっかり学習ができていますね。 

毎日時間を決めコツコツ学習することにより力がついてきます。頑張りましょう。 

 

 

 

 

育友会の活動について 

 4 月 24 日に予定していました、育友会総会が開催できず、今年度は総会の審議が書面決

議という形になりました。5 月 19 日にも連絡しましたが、すべての議案につきまして全会

一致で承認･可決しました。今年度の役員の方々は以下の通りです。よろしくお願いします。 

 

会 長  梁村 美貴   

1 年生学級委員 

 大峪 美穂 

副会長(母親代表)  仮家 さやか  向井 良治 

書 記  矢田 哲也 2 年生学級委員  産屋敷 祐加 

会 計  内藤 友美 3 年生学級委員  芝 美幸 

                                 ＊敬称略 

今年度、相野谷中学校は育友会の紀宝町代表校になります。会長さんを始め、会員の皆様

にはお世話をおかけしますが、ご協力よろしくお願いします。 

 

 

ライオンズクラブからマスクをいただきました。 

熊野ライオンズクラブさんから、中学校にマスクを寄付してい

ただきました。このマスクは、保健室や行事等で有効に使わせて

いただきます。 

   

 

土曜授業（学校公開 Day）について 

6 月 20 日(土)に土曜授業を行います。この日は学校を公開しますので、お子さまの様子を

見に来てください。 

※コロナウイルス感染防止の条件が整えば、消防隊員(紀宝分署)を講師に招き、『救急救命

講座』を予定しています。保護者の方もぜひご参加ください。 
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つながりを大切にし、豊かな心・生きる力の育成 


